アナログ技術　過去問のまとめ　【　事業用電気通信設備・電力設備　】


5.事業用電気通信設備・電力設備

（１）加入者回路の機能

デジタル式電話交換機の加入者回路は、加入者線試験引込み、ループ監視、２線／４線変換、通話電流の供給等の各機能を持つ。

●B（通話電流の供給）

・デジタル式電話交換機の加入者回路では、給電制御回路により給電用トランジスタを制御して、通話に必要な電流を加入者線に供給している。加入者線に対する給電極性によりノーマル給電（Ｌ１線電池、Ｌ２線地気）とレバース給電（Ｌ１線地気、Ｌ２線電池）がある。

・デジタル式電話交換機の通話路は電子回路で構成されており、呼出信号のような大電流を通すことができない。このことをも含め、一般に、ＢＯＲＳＣＨＴ機能をもつ加入者回路を通話路の前段に設けている。

・デジタル式電話交換機の加入者回路の機能で、通話に必要な電流を加入者線に供給する機能は、BORSCHT機能の中のB機能といわれる。

●O（過電圧保護）

・デジタル加入者線交換機の加入者回路にはＢＯＲＳＣＨＴの各機能を有している。このうちＯ機能は、過電圧から加入者回路を保護するためのものである。

・デジタル式電話交換機の加入者回路において、通話路と並列にバリスタを接続することにより、雷サージ電圧などから加入者回路を保護する機能は、ＢＯＲＳＣＨＴ機能の中のＯ機能といわれる。

●R（呼出信号送出）

デジタル式電話交換機の加入者回路には、ＢＯＲＳＣＨＴの各機能が用いられている。デジタル式電話交換機の時分割通話路は電子回路で構成されており呼出信号のような大電流を通すことができないので、呼出信号は、加入者回線対応に設けたＲ機能から供給される。

●S（ループ監視）

デジタル式電話交換機の加入者回路で、直流監視回路によりＬ１線とＬ２線に流れる電流を監視することにより、加入者からの発呼、応答などを監視することができる機能をS（ループ監視）機能という。

例えばＬ１線とＬ２線の電流の和があるしきい値以上であれば、電話機がオフフックと判断する。

●C（A/D変換）

・デジタル式電話交換機の加入者回路において、アナログ信号とデジタル信号の変換を行う機能は、ＢＯＲＳＣＨＴ機能の中のC機能といわれている。

・アナログ信号とデジタル信号の変換を行う機能は、A／D相互変換機能といわれる。

（２）デジタル電話交換機

図に示すデジタル式電話交換機の発信接続において、発信加入者が送受器を上げると、その状態は、加入者回路によって検出される。中央制御装置は、加入者線走査回路（LSCN）の内容を一定周期で読み取り、発信加入者の発呼を検出すると、発信加入者と加入者線信号装置を接続して発信音を送出する。
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（３）時間スイッチ

・デジタル式電話交換機のタイムスイッチは、デジタル符号化した音声情報等を格納する通話メモリ、書き込み番地を指定する制御メモリ及び順番に読み出しを行うシーケンシャルアドレスカウンタ回路から構成されている。

・デジタル式電話交換機のランダムライト・シーケンシャルリード制御の時間スイッチにおけるカウンタ回路は、通話メモリに書き込まれている音声情報などを順番にハイウェイに読み出すための回路である。

（４）通話路等

・デジタル式電話交換機の通話路は、一般に、集束（集線）部、展開部及び分配部から構成され、集束部、展開部は使用率の低い加入者についてトラヒックの集束、展開を行う。また、分配部はすべての端末とすべての中継線等との間に接続経路を設ける役目を果たしている。

・デジタル式電話交換機の通話路系部分には、メモリスイッチやゲートスイッチなどが使われている。

・デジタル式電話交換機の通話路は、ハイウェイ上において多重化された信号の順序入替えを行う時間スイッチ、又はこの時間スイッチとハイウェイ相互の接続をする空間スイッチとを組み合わせたもので構成される。

・デジタル式電話交換機の加入者系通話路において、同一ハイウェイ上でチャネルの時間的位置の入替えを行う時間スイッチ、複数ハイウェイ間でチャネルを入れ替えるための空間スイッチ、これらを制御する装置等で構成されている装置は、分配段通話路装置といわれる。

・デジタル式電話交換機の空間スイッチでは、入ハイウェイと出ハイウェイとの間に時分割ゲートを配列し、この時分割ゲートを高速で開閉することにより、多重化したまま、タイムスロット単位でハイウェイ間の交換接続を行う。

（５）信号装置

・加入者線信号装置は、ＰＢ信号受信器、可聴音（ＤＴ、ＢＴ、ＲＢＴなど）送信回路のほか、電話会議サービスを提供する会議回路などで構成されている。

・中継線信号処理装置は、多周波（ＭＦ）信号及び監視信号の送受信、中継線側の個別線信号処理を行う装置である。

（６）プログラム

・集中制御方式を採る電話用交換機の交換処理のプログラムは、呼の処理過程を細分化し、実時間性の要求度合に優先順序をつけて幾つのレベルに分類しておくことによって、多数の処理要求を透過的に処理している。

・デジタル式電話交換機のソフトウェアの優先度による制御において、保守運用関係のプログラムは、一般に、ベースレベルで制御される。

・デジタル式電話交換機を動作させるために必要なプログラムは、交換局プログラムといわれ、交換機の処理手順を記述したシステム部、交換機の装置構成や利用者の収容条件を示す局データ部及び利用者ごとに異なるサービス条件を示す加入者データから構成されている。

・蓄積プログラム制御方式の電話用交換機におけるプログラムは、交換機の機能から、一般的に、実行管理、呼処理、運転管理、障害処理、診断処理等のプログラムから構成されている。

・デジタル式電話交換機において、電話機又は中継線に対する選択、接続、切断、解放などの交換接続動作を制御するプログラムは、呼処理プログラムといわれる。

（７）同期

・デジタル交換の網同期の方式を周波数同期の観点から分類すると、独立同期方式、従属同期方式及び相互同期方式の３種類がある。

・デジタル交換における同期の方式について位相同期の観点から分類すると、フレーム位相同期とビット位相同期との2種類がある。

・デジタル式電話交換機には、多数の伝送路（ハイウェイ）が接続されており、時分割通話路は複数のハイウェイ相互間でチャネル情報の交換を行っている。そのため、各ハイウェイのフレーム位置を合わせることが必要となる。これは、フレーム位相同期といわれる。

（８）通信用電源

・通信設備の直流電力供給に広く採用されている蓄電池の全浮動方式において、負荷電流による電圧降下を補償する各種の負荷電圧補償方式が用いられている。それらの方式としてはブースタ方式、シリコンドロッパ方式、端電池方式等がある。

・通常、鉛蓄電池を定電圧充電すると充電初期に大電流が流れるので、一般に、通話用電源の浮動充電用整流器には、その整流器の出力電流が規格値以上になった場合、その整流器の出力電圧を蓄電池電圧まで急激に低下させる機能を持たせている。

・電話交換機、伝送設備などの通信設備の交流電源装置は、一般に、整流器、インバータ、蓄電池等から構成され、蓄電池の接続方式により、フロート充電方式、直流スイッチ方式及び昇圧コンバータ方式がある。

・整流装置の定電圧充電方法として、一般に、浮動充電用整流装置には、垂下機能を持たせている。垂下機能とは、その整流装置の出力電流が定格値以上になった場合、その整流装置の出力電圧を蓄電池電圧まで急激に制御するような電圧特性をいう。

・通信用電源装置のうち、インバータは、直流電力を交流電力に変換する装置である。

・直流供給方式の通信用電源の構成機器のうち、ある電圧レベルの直流電圧を、それとは異なる電圧レベルの直流電圧に変換する装置は、コンバータといわれる。

・交流電源を直流電源に変換する装置には、入力の交流電圧を直接整流した後、MOSFET等で高周波に変換し、さらに、この高周波をトランスにより電圧変換した後、再び整流回路で直流に変換する高周波スイッチング整流装置が広く使用されている。

・交流電源を直流電源に変換する装置としては、電動発電機やセレン整流素子等を用いたものが使われていたが、現在では入力の交流電圧を直接整流した後、パワートランジスタ等で高周波に変換し、さらに、この高周波をトランスにより電圧変換した後、再び整流回路で直流に変換する高周波スイッチング整流装置が広く使用されている。

・高周波スイッチング整流装置では、出力電圧の安定化制御を高周波のパルス幅制御により行っているため、出力電圧を制御する速度も高周波の周期で行い、急激な負荷電流変動に比較的速く対応することができる。

（９）蓄電池

一般に、ニッケル・カドミウムアルカリ蓄電池といわれるものは、使用する極板の種類によって、焼結式、ポケット式及び発泡式がある。
シールド鉛蓄電池は、充電中に陽極から発生する酸素を陰極で吸収させる陰極吸収の原理を採用した蓄電池である。

鉛蓄電池において、自己放電や過放電によってできた微細な白色の硫酸鉛の結晶が、陽極板や陰極板に析出される現象をサルフェーションという。

鉛蓄電池を浮動充電方式で使用する場合、浮動電圧が低過ぎると、自己放電を補うことができず、充電不足となり、サルフェーションを生ずる。

据置シール鉛蓄電池は、電解液、正極板、負極板、セパレータ、安全弁、端子、電槽・ふた等で構成されている。

通信設備の予備電源に使用されているシール鉛蓄電池は、自己放電が極めて少ないため、一般に、従来の鉛蓄電池のように定期的（６か月に１回程度）な均等充電は不要である。

（１０）その他

●周期性雑音

デジタル網内各局のクロック周波数が異なっていると、周波数差のプラス、マイナスに対応して一定の周期で信号の脱落あるいは重複が生じ、データの誤りや音声ならば規則的な周期性雑音が生じてしまう。

●通信線

加入者への配線用線路として架空線路を設置する場合、一般に、配線ケーブルはCCPケーブルを架渉し、接続端子かん等を取り付けて直接加入者への配線を行う。

●ハードウェアの構成

デジタル式電話交換機のハードウェアの構成は、機能面から、通話路系、信号処理系、制御系及び保守運用系に分けることができる。

●８ビット符号化則

デジタル式電話交換機では、８ビット符号化則により８キロヘルツで音声信号をサンプリングし、６４キロビット／秒の速度を基本として交換する方式を採用している。

●分散

デジタル式電話交換機では、一般に、制御系をそれぞれに別構成とする機能分散方式を採用するとともに、それぞれの制御系内では負荷分散を図っている。
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